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前篇 6)で報告 した, 結核マウスの生存 日数を































































覇 lo)が修正 した指数を用いた｡(表 1)即ち,前眼房内











性病変を観察 したっ 次で眼球及び肝, 牌の-組織片
(約0･5g)を滅菌せる乳鉢内で磨砕 し2%苛性 ソーダ




第3章 美 食 成 績
1. SOA4単独投与の治療効果
表 2に示 した如 く,PAS-Na300mg/kg毎 日
経 口投与 を含 めた 4つの実験群 を編成 した｡ 即
ち,SOM50mg/kg毎 日経 口投与,SOM160mg/
kg毎 日経 口投与,PAS-Na300mg/kg毎 日経 口
投与及 び非治療対照群 の 4群 であ る｡ なお 1群
中の動物数 は対照群のみ 6匹で他 の 3群 は 7匹
表 1 前 眼 部 結 核 性 病 変 指 数 (神頭)
柄
病 的 所 見




















正 ! 種 々 種 々
紋 理 不 整 +
充 血 ･腫 脹 +





































備 考 - :所見なし ♯ :中等度の痛変
÷ :極めて軽度の病変 肘 :高度の病変
+ :軽度の病変 拙 :極めて高度の病変
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表2 実験動物の編成
実験 群 : 治療の種類および投与量 使 用動物数
第 1叫 soM 50mg/kg毎 日経口投与 ! 7
1
≡; 芸 鳥piAS;Ta(3:::/,皆 目経口投与 鳥
前 1 2 3 4 5 (ig)
図1 前眼部病変指数の経過 (各群平均)







約 1 2 3 4 5 (過)
図2 体 重 経 過 (各群平均)
養 3 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
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＼ ＼ ＼ 治 療 期 間 (過)
i3 _









??? ? ???? ???? ??? ????
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が著明なものではない｡PAS-Na300mg/kg毎
日経 口投与群 も SOM 160mg/kg毎 日経口投与
群 とほぼ同程度の治療効果を示 したにすぎなか
った｡ 体重経過は 表 4及び 図 2に示 したが,
表 5 各 臓 器 の 肉
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SOM 160mg/kg経 口投与群 で は 体重増加がか
な りいちぢるしいのが注 目された｡表 5及び表
6には,剖検時の肉眼的結核性病変及び各臓器
内結核菌の定量培養成績を示 した｡各臓器の肉
眼 的 結 核 性 病 変
肺 病 変
実 験 群
第 1群 SOM 50mg/kg
番号 右 左
B54喜 ÷
第2群 SOM 160mg/kg L?B764工
1














































表 6 各 臓 器 内 結 核 菌 定 量 培 養 成 績
実 験 群 : 動 物 番 号
B 92















































前項に述べた如 く, SOM 単独投与の治療実
験では 160mg/kg毎 日経口投与にわずかながら
治療効果がみられたので, SOM の投与量を更
に増 して SOM の単独治療効果を追加検討 した
のが本実験である｡
表 7に示す如 く, 実験群は SOM200mg/kg
毎 日経口投与,SOM400mg/kg毎 日経口投与,








SOM600mg/kg毎 日経口投与 及 び非治療対照
群の 4群とした｡
表 8及び図 3に各群別の病変指数値の経過を














ると考えられる KM と CSとを取 り上げた｡
実験群は表 9に示す如 く,SOM単独群,KM











前 1 2 3 4 5 6 7 8(j王)
図3 前眼部病変指数の経過 (各群平均)
表9 実 験 群 の 編 成
実験群】治療の種類および投与量
SOMIOOmg/kg毎日経口投与








表 10 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
I- 1､､＼ 治療期間 (過)i3
治療実験群 ､＼- -
第 1群 SOM 単 独
第 2群 KM 単 独
第 3群 CS 単 独
第 4群 CS･SOM 併 用
第 5群 KM･SOM 併 用
第 6群 KM ･CS･SOM併用
第 7群 対 照
?
1 2 3
3.1 3.2 3.2 4.1
3.1 3.5 3.7 4.6
3.1 3.0 3.4 3.6
3.2 2.8 2.8 3.5
3.1 2.9 3.0 3.4
3.3 3.3 3.8 ! 4.3
4 5 6 7
4.6 4.9 5.1 5.1
4.6 4.9 4.9 5.1
4.8 5.1 5.3 5.3
3.6 4.1 4.6 4.6
4.1 4.6 5.0 5.0
3.5 3.9 4.3 4.7
4.8 4.8 4.9 5.2
?










? ?? ????? ?





酌 l J ′, 5 0
図5 体重経過 (各群平均)
表 11 体 重 経 過 (各群平均,単位g)
＼､ 治療期間(過)
_串原実験群 -
算1群 SOM 単 独
第2群 KM 単 独
第3碍 CS 単 独
第4群 CS･SOM 併 用
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表 12 各 臓 器 の 肉 眼 的 結 核 性 病 変













































しか し上に述べたいずれの 治療群 の 成績 も
KM･CS･SOM3者併用治療群の成績には及ばな













表 13 各 臓 器 内 結 核 菌 定 量 培 養 成 績
実 験 群 動物番号 1 眼 球
14 C 2
第 1群 SOM 単独 ･ 40 C 1
13 C 1
ll


























































して,同 じく SOM の単独治療効果及び他剤と
の併用治療効果を検討 しその成績を 報 告 した
が,それによるとSOM は単独投与では明らかな







射 1 2 3 4 5 6 串 しユ頃
図6 前眼部病変指数の経過 (各群平均)
酌 1 2 3 4 5 6 8 (過)
図 7 体 重 経 過 (各群平均)
表 15 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
前
表 16 体 重 経 過 (各群平均,単位g)
昭39.9
表 17 各 臓 器 の 肉 眼 的 結 核 性 病 変
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肺 病 変 肝 牌 リ ンパ 腺
実 験 群




























24.5 ÷ 2.0 ÷
29.0 + 1.5,+
24.0 + 2.0 ÷
÷ ･.25･0 ÷ -1･5 ÷
l
÷ 16.0 ÷ 1.2 ÷
+ 13.0 ÷ :1.0 ÷
+÷
? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ?
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SOM の併用効果がみ られたにすぎなか った｡
海供の実験的前眼部結核症を対象とした実験






な った｡一方 SOM と他剤 との併用治療実験で
は,KM･CS･SOM 3者併用方式が,KM･CS2
者併用方式に比べて明らかにす ぐれていること
が判明 した他に, KM･SOM 2者併用方式及び
CS･SOM2者併用方式がいずれ もそれぞれの単
独治療に比べて優れていることが明 らかになっ











海ち冥の実験的前眼部結核症 を 対象 とL SOM
京大結研紀要 第13巻 第 1号
の単独治療効果及び他剤 との併用治療効果を検
討 した所, SOM 単独投与ではごくわづかの治
療効果をみたに止 ったが,他剤 との併用方式で
は KM･SOM 2者併用方式にどくわづかの併用
治療効果を認め, CS･SOM 2者併用方式 及 び
KM･CS･SOM3者併用方式にはかな り著明な併
用治療効果がみ られた｡
潤筆にあたり終始御指導を頂きました前川暢夫助教
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